




























































『次礼記』 （即ち『類礼』 ）二十巻、巻五十八には魏徴『自古諸侯王善惡録』二巻・ 『祥瑞録』十巻・ 『列女伝略』七巻、巻五十九には魏徴『諌事』五巻・ 『羣書治要』五十巻 巻六十には『魏徴集』二十巻・ 『時務策』五巻がそれぞれ記されている『諌事』と『時務策』について、宋の王応麟撰『玉海』巻六一芸文志の「唐魏徴『諫事』 『諫録』 時務策』 」条には以下のように記されている。




「志雑家：魏徴『諫事』五巻」とは、 『新唐書』巻五十九「芸文志」儒家類に見られる魏徴『諫事』五巻を意味する。 「旧志同」とは、 『旧唐書』巻四十七「経籍志」雑家類に記される「 『諫事』五巻〈魏徴撰〉 」を指すものである。よって、 『諫事』五巻は魏徴本人が撰したものである。 『旧唐書』巻七十一魏徴伝には「徴又自録前後諫諍言辞往復、以示史官起居郎褚遂良。 」とあることから、確かに魏徴は自身「諫諍言辞」を録したことがある。
また、
『時務策』の註記にある「書目」とは『中興書目』






















































唐特進鄭公魏徴策、有百条。其一条曰、問： 「経佛興行、早晩得失。 」答： 「珠星夜隕、佛生於周辰、白馬朝来、法興於漢世。故唐尭・虞舜、靡得詳焉。孔子・周公 安能述也。然則法王自在、変化無窮 納須彌於芥子之中 覆日月于蓮華之下。 雲惠雨 明珠宝船 出諸子 火宅、済群生於苦海。砮得砥、則截骨而断筋。車得膏、則馬利而輪疾。誠須精心回向、潔志帰依。宜信伝毅之言、無従蔡謨之儀。 」唐特進鄭公魏徴の策、百条有り。其の一条に曰く、問ふ：「経佛の興行、早晩得るか失うか。 」答ふ： 「珠星夜隕ち、佛は周辰に生まれ、白馬朝に来たり、法は漢世に興る。故
唐尭・虞舜は、詳にすること得ず。孔子・周公も、いづくんぞ能く述べむ。然れば則ち法王自在、変化無窮、須彌を芥子の中に納め、日月を蓮華の下に覆ふ。法雲惠雨、明珠宝船、諸子を火宅より出だし、群生を苦海より済ふ。砮の砥を得れば、則ち骨を截 て筋 断つ。車の膏を得れば、則ち馬利くして輪疾し。誠に須らく心を精くして回向し志を潔くして帰依すべし。宜しく伝毅の言を信じ、蔡謨の儀に従ふこと無かれと。 」
とある。うちの「唐特進鄭公魏徴策」とは魏徴『時務策』のことである。これによれば、魏徴『時務 』は百条（篇）あり、問答の形式で、典拠を引用・駆使する四六駢麗の美文体である。
上述の引用文は仏教への認識に関する対策文である。現在で
は、魏徴『時務策』の全体の論旨 知ることができないが、「佛法」および「孝子順孫・義夫節婦」 「廉潔・貪欲」 「遊学」「貧苦」 「善人・忠臣」 「隠士」 「祥瑞」など関連の対策文からなるのであろう。
このような構成は、敦煌文書として残巻が現存する対策文集
『籝金』 （ｐ ．二五三七、ｐ ．三三六三）と似ている。李若立『籝金』は五巻で、毎巻二十篇、併せて百篇からなり、夾注がある。そして、現存の内容は、巻一には帝徳篇・東都篇・功臣
古代日本における魏徴『時務策』の受容と変容
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11） 『時務策』云：黛風遠扇明徳馨云云。 （ 『性霊集聞書』冊
四）（















17） 『時務策』注云：嵇康、字は叔夜、家植五株柳 又 人









（イ） 『時務策』曰：扁鵲換心、華他洗胃。 （藤原敦光『三教勘注抄』巻第二） （注
16）
















四） 、 『三教指帰注』 『和漢朗詠集私注』 、 『白氏新楽府略意』は僧覚明（？～一二四一）の著作であり、 『和漢朗詠集注』は僧永済（鎌倉時代の人？） 、 『性霊集略注』は僧真辯（？～一二六一）にそれぞれ編纂されたものである。よって 魏徴『時務策』は鎌倉時代の知識人たちに愛読されているであろう。
藤原敦光は、文人・儒学者藤原明衡の子で、官吏登用の対策
に及第して、大内記・文章博士・大学頭・式部大輔を歴任して、漢文を書く能力によって認められ、堀河天皇・鳥羽天皇・崇徳天皇の三代に侍読として仕えた平安時代後期の有名な文人・儒学者である。僧覚明も藤原一族の出身で、勧学院で儒学を学び、 「進士」 （即ち文章生）と呼ばれ、後に出家して、源義
仲の右筆となった人物である。（ア）と（１）と、 （イ）と（２）とは、それぞれ同じ内容である。僧覚明『三教指帰注』は藤原敦光『三教勘注抄』を参考にした可能性がある。残念なことに、 『三教勘注抄』は巻一と巻二しか現存していないので、確認することができない。その一方、僧真辯は、 『野峰名徳伝』 （ 『大日本仏教全書』巻












案魏徴『時務策』 、問： 「郷邑何因無孝子・順孫・義夫・節婦。 」答： 「九族之説、著在虞書。六順之言、顕于魯冊。故
日本漢文学研究 12
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進士取明閑時務、并読『文選』 『爾雅』者。進士には明らかに時務を閑ひ、并せて 文選 『爾雅』読まむ者を取れ。
とあり、また養老考課令の進士条に、
























































































































注本であろうと推測しているが、詳細な考証を行わなかった。東野治之前掲論文「大宰府出土木簡に見える「魏徴時務策」考」 、高明士「日本沒有実施過科挙嗎」 （ 『玄奘人文学報』二〇〇四年第三期） 。
（注
11）葛継勇「 『兎園策府』の成立、性格及びその日 伝来」 、 『日
本漢文学研究』第十号、二〇一五年。
（注
12）王三慶（池田温訳） 「類書」 （ 『講座敦煌５
　
敦煌漢文文献』 、




















































































行った。翌 、町教授の案内で、大 資料展示室で芳野金陵展を特別観覧した時 金陵が書写した「魏徴諫太宗十思疏」六軸が目に入った。これはまさに深い縁によったのであろう。ここに記して、町泉寿郎教授 感謝の意を表 い。 〕
（鄭州大学教授・国際日本文化研究センター外国人研究員）

